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11
NOV.2023　じゃ口をひねると、当たり前に出てくる水道水。水道管で家庭などに送ら

れる安心・安全な水は、添田町浄水場の他に上中元寺、下中元寺、落合、英
彦山の各地区で作り、皆さんの生活を支えています。
　現在、老朽化が進み改修や更新の時期が迫っている浄水場や水道管などの
水道施設。今月から３か月にわたって、添田町水道事業の現状をお知らせし
ます。子の世代、孫の世代にも、安全で美味しい添田の水道水を残すため、
水道事業の抱える問題について一緒に考えましょう。



広報そえだ（令和 5年 11月号）　２３　広報そえだ（令和 5年 11月号）

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
水
。
添
田
町
で
は
、

川
の
伏
流
水
や
井
戸
水
を
利
用
し

て
水
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

水
源
か
ら
原
水
を
汲
み
上
げ
、

浄
水
場
で
ろ
過
し
た
水
を
安
心
・

安
全
な
水
に
す
る
た
め
、
塩
素
な

ど
で
殺
菌
処
理
を
行
い
、
高
地
に

あ
る
配
水
池
へ
汲
み
上
げ
、
皆
さ

ん
の
住
む
家
や
学
校
、
商
店
、
病

院
な
ど
に
運
ば
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
る

と
、
お
風
呂
や
洗
濯
、
ト
イ
レ
な

ど
家
庭
内
で
１
日
に
使
用
す
る
水

量
を
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

約
230
ℓ
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
る
２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
115
本
を
１
日
で
使
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

添
田
町
の
水
道
水
は
、
野
田
地

区
、
添
田
地
区
、
庄
地
区
に
水
を

供
給
す
る
添
田
浄
水
場
と
上
中
元

寺
地
区
、
下
中
元
寺
地
区
、
落
合

地
区
、
英
彦
山
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

水
を
供
給
す
る
４
か
所
の
簡
易
水

道
施
設
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設

は
山
地
が
多
い
添

田
町
の
特
性
上
、

町
内
に
点
在
し
て

お
り
、
ま
た
そ
の

大
半
は
新
設
時
か

ら
40
年
以
上
経
過

し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
家
庭
に
水
を

届
け
る
水
道
管
も

老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
水
道
管
の
老
朽
化
が
進

む
と
管
の
破
損
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
、

漏
水
や
断
水
事
故
の

発
生
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、

道
路
下
に
あ
る
更
新

さ
れ
て
い
な
い
昔
の

水
道
管
は
地
震
に
弱

い
も
の
が
多
く
、
震

度
が
小
さ
な
地
震
で

も
破
裂
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
浄
水
場
や
水
道
管
な

ど
の
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

耐
震
化
対
策
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
的
な
人
口
減
に
伴
う
使
用

水
量
の
減
少
に
比
例
し
て
、
水
道

事
業
の
料
金
収
入
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
添
田
町
水
道
事
業
で
も
例

外
で
は
な
く
、
料
金
収
入
が
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
水
道
法
第
６
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
経
営

が
原
則
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
経
営

は
、
安
全
な
水
を
作
る
費
用
や
水

道
施
設
の
更
新
な
ど
の
必
要
な
経

費
を
、
原
則
、
私
た
ち
が
支
払
う

水
道
料
金
で
賄
う
「
独
立
採
算
制
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
水
道
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
度
合
い
に
応

じ
て
公
平
に
水
道
料
金
で
経
費
を

負
担
す
る
「
受
益
者
負
担
」
の
仕

組
み
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
水
道

料
金
は
水
道
事
業
を
運
営
す
る
市

町
村
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　

水
道
水
を
安
心
で
安
全
に
お
届

け
す
る
た
め
に
は
、
施
設
の
維
持

管
理
、
更
新
な
ど
に
多
く
の
費
用

家庭内での１人当たりの
１日使用水量

添田町で１日に使われる水の量は約2,700トン。水は、電気やガスと並び

わたしたちの生活に欠かせない大切なライフラインです。水道水は、人口減

少などにより水道料金収入は減少していくことが見込まれる中でも、継続的

な安定供給を行わなければなりません。これからも安心で安全な水道水を供

給するため、水道に関する諸問題を一緒に考えてみませんか。広報そえだで

は今月から３回にわたり、添田町水道事業の状況や、これからの取り組みに

ついてお伝えします。今月は、水道の役割と添田町の現状をお伝えします。

問 役場水道課（☎ 82-5961）

水
道
施
設
の
現
状

水
道
事
業
の

運
営
と
収
入

水
道
水
が
家
庭
に

届
く
ま
で

水源地
町の自然豊かできれいな

地下水や川の水が
　水源となり
ます。

　

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い

添
田
町
の
水
道
水
。
水
道
の

水
を
そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
の

で
き
る
国
は
、
日
本
を
含
め

世
界
で
た
っ
た
11
か
国
し
か

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
厳
し
い
水
質
基
準
や

監
視
体
制
を
ク
リ
ア
し
、
家

庭
に
届
け
ら
れ
る
水
道
水
。

　

川
や
地
下
か
ら
集
め
た
水

を
浄
水
し
、
家
庭
の
じ
ゃ
口

か
ら
出
て
く
る
ま
で
の
長
い

道
の
り
を
紹
介
し
ま
す
。

浄水場
ろ過や消毒など、さまざ
まな工程で検査を行い、
　安心して飲める水

にします。

家庭へ
長い道のりを経て、生活
　に欠かせない安心・
　安全な水が家庭
に届きます。

が
必
要
で
す
。
将
来
に
わ
た
り
皆

さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
水
を
届

け
、
水
道
事
業
を
健
全
に
経
営
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
水
道
料

金
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
現
在
の
水
道
料
金
は
近
隣

自
治
体
と
比
較
し
て
、
上
中
元
寺
、

大任町

添田町（上中元寺・落合・英彦山）
田川広域水道事業団

（田川市・川崎町・福智町・糸田町）
香春町

添田町（上水道・下中元寺）

鞍手町

小竹町

桂川町

赤村

2,000円 3,000円 4,000円 5,000円

5,540円

5,500円

4,459円

4,418円

4,030円

4,020円

3,971円

3,018円

2,790円

大任町町

添田町（上中元寺・落合・英彦山）

田川広域水道事業団
（田川市・川崎町・福智町・糸田町）

香春町

赤村

添田町（上水道・下中元寺）

鞍手町

小竹町

桂川町

1,000円 1,500円 2,000円 2,500円

1,632円

3,080円

2,460円

1,778円

1,720円

3,000円

1,551円

1,511円

1,490円

1,140円

【田川市郡および近隣の給水人口15,000人以下の町村との比較】

落
合
、
英
彦
山
の
簡
易
水
道
料
金

は
高
額
で
す
が
、
添
田
町
上
水
道
、

下
中
元
寺
簡
易
水
道
の
料
金
は
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
、
広
報
そ
え
だ
12
月
号
で

は
「
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更

新
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【町上水道料金の変遷】
口径13mm、月10㎥使用（税別）

料金改定年月日 水道料金

昭和60年度以前 1,130円

昭和61年４月１日～ 1,170円

平成18年６月１日～ 1,410円

口径13mm、月1
※

0㎥使用した場合の月額水道料金
（メーター使用料、消費税を含む）

口径13mm、月2
※

0㎥使用した場合の月額水道料金
（メーター使用料、消費税を含む）

今 水道を考える今 水道を考える
暮らしを守る 水をつなぐ 次の世代へ

ろ
まな工程で
　安心し

に

町の自然豊かで
地下水や川の
　水源とな
ます。

自
然
豊
か
な
水
源
が

水
道
水
の
源
で
す

水道管のつなぎ目から漏水する様子
※１㎥は1,000ℓ

水道管（導水管）
を通り浄水場へ

水道管（送水管）
を通り配水池へ

水道管（配水管）
を通り各家庭へ

管）
庭へ庭へ

配水池
家庭に送るため、貯水す
る施設です。少し高い場
所にあり、自然流下

させます。

特集　今 水道を考える1
～水道の役割と添田町の現状～

特集1～水道の役割と添田町の現状～
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　令和４年度決算に基づく財政の健全化や再生の必要
性を判断する健全化判断比率と水道事業会計の経営の
健全化を判断する資金不足比率は、いずれも早期健全
化及び経営健全化の基準内を保っています。

町の財政状況の公表

決
算
の
概
要

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入

77
億
８
０
９
５
万
円
、
歳
出
73
億
６
８
７
４
万
円

で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
４
億
１
２
２
１
万
円
と
な

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
に
繰
り
越
し
た
事

業
の
財
源
で
あ
る
２
６
８
２
万
円
を
差
し
引
く
と
、

３
億
８
５
３
９
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
前
年
度
に
比
べ
、
5
億
９
７
４
９
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の
主
な
要
因

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
給

付
事
業
な
ど
に
係
る
国
庫
支
出
金
の
減
額
や
、
戸

別
受
信
機
（
防
災
ラ
ジ
オ
）
整
備
事
業
の
完
了
な

ど
に
よ
り
町
債
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
２
５
０
６
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
景
気
の
回
復
傾
向
に

伴
う
所
得
の
伸
び
に
よ
る
個
人
住
民
税
や
法
人
住

民
税
が
増
収
と
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

歳
出
は
前
年
度
に
比
べ
、
4
億
６
６
４
３
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の
主
な
要
因

は
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
事
業
費
の

減
少
額
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。

経
常
収
支
比
率
は
、
人
件
費
や
公
債
費
等
の
経

常
経
費
に
対
し
て
、
町
税
や
普
通
交
付
税
な

ど
の
経
常
的
な
収
入
の
一
般
財
源
が
ど
の
程
度
充

当
さ
れ
て
い
る
か
を
表
し
て
お
り
、
経
常
収
支
比

率
が
高
い
ほ
ど
、
自
由
に
使
え
る
財
源
に
余
裕
が

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

添
田
町
の
令
和
４
年
度
経
常
収
支
比
率
は
、
93.9
％

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
4.5
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
ま
す
。
給
食
調
理
業
務
を
委
託
業
務
へ
変
更
し

た
こ
と
に
よ
り
人
件
費
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
な
ど
の
増
額
、
戸
別

受
信
機
（
防
災
ラ
ジ
オ
）
整
備
事
業
の
財
源
と
し

て
借
入
れ
た
地
方
債
の
元
金
償
還
の
開
始
な
ど
に

よ
る
公
債
費
の
増
加
な
ど
が
要
因
で
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
交
付
税
が
前
年
度
に
比
べ

大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
に

　

今
後
も
、
朝
日
ヶ
丘
団
地
建
替
事
業
や
小
中
学

校
建
設
事
業
な
ど
大
型
事
業
に
伴
う
公
債
費
の
増

加
や
、
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
町
有
施
設
の
光

熱
費
な
ど
維
持
管
理
経
費
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た
事
業
も
社
会
活
動

の
正
常
化
に
伴
い
再
開
さ
れ
て
い
る
状
況
の
な
か
、

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

行
う
に
は
、
町
税
や
住
宅
使
用
料
な
ど
の
自
主
財

源
の
確
保
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
積
極
的
に
徴
収

業
務
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
継
続
事
業
の
見
直

し
や
経
常
経
費
の
削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

区　　分 歳　入 歳　出 差引額

国民健康保険事業 12億5,128万円 11億6,614万円 8,514万円

後期高齢者医療 1億8,317万円 １億8,171万円 146万円

住宅新築資金等貸付事業 1,130万円 1,116万円 14万円

バス事業 2,235万円 2,215万円 20万円

水道事業 １億9,381万円 １億9,858万円 ▲477万円

合　　計 16億6,191万円 15億7,974万円 8,217万円

自主財源（17.8％）

町税
6億

9,172万円
（8.9％）

地方交付税
32億 8,150万円
（42.2％）

国庫支出金
12億 4,952万円
（16.1％）

県支出金
7億 3,551万円
（9.5％）

町債
8億 953万円
（10.4％）

自動車取得税交付金、
地方特例交付金 など
2,770万円（0.2％）

分担金・負担金
1,833万円（0.3％）

財産収入
1,024万円（0.1％）

諸収入
１億 7,162万円
（2.2％）

使用料・手数料
１億 6,613万円
（2.1％）

地方消費税交付金
1億 9,834万円（2.6％）

地方譲与税
9,047万円（1.2％）

歳入
77億
8,095万円

繰越金
2億 4,328万円
（3.1％）

依存財源（82.2％）

繰入金、寄附金
8,706万円（1.1％）

◉歳入は町が自主的に収入する自主財源と、国や県から交付され
る依存財源に区分されます。
▶自主財源の主なものは
　町税　町民税、固定資産税、軽自動車税など皆さんが納めた税金
　寄附金　ふるさと納税など

▶依存財源の主なものは
　国庫・県支出金　国や県からの負担金や補助金
　地方交付税　町の財政状況に応じて国から交付されたお金

◉歳出は目的によって、分類されます。 主なものは
　議会費　議会の運営を行うためのお金
　総務費　地域振興や選挙・統計などに使うお金
　民生費　福祉や子育て支援事業を行うためのお金
　衛生費　町民の健康管理やごみ処理に使うお金
　商工費　商工業や観光の振興に使うお金
　教育費　学校教育や社会教育などに使うお金

問 役場財政課予算係（☎82-0350）
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議会費
8,155万円（1.1％）

総務費
16億 9,796万円
（23.0％）

民生費
20億 5,516万円
（27.9％）

農林業費
4億 4,072万円（6.0％）

土木費
6億 3,542万円
（8.6％）

公債費
7億 6,137万円
（10.3％）

教育費
5億 5,572万円
（7.5％）

商工費
3億 6,439万円
（5.0％）

災害復旧費ほか
1億 6,414万円（2.2％）

衛生費
3億 8,719万円（5.3％）

消防費
2億 2,512万円
（3.1％）

歳出
73億
6,874万円

住宅

　特定の事業を行うために一般会計と
は別に設置される特別会計と水道事業
に設置されている企業会計は、皆さん
が支払う保険税や使用料で運営されて
います。本町の各特別会計、企業会計
の決算は右のとおりです。

令和４年度  添田町

決算報告

健全化判断比率 添 田 町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計などの赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△10.43％） 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△19.65％） 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
資金繰りの危険度をみる比率

4.8％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる比率

－
（△102.9％） 350.0％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率
は実質的な負債がないため「－」と記載しています。（　）内は参考
に黒字の比率を△（マイナス）で示しています。

資金不足比率 添田町水道事業 経営健全化基準

公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

－
（△150.4％） 20.00％

※資金不足が生じていないため「－」と記載しています。（　）内は
参考に剰余金の比率を△（マイナス）で示しています。

経常収支比率 令和４年度 令和３年度

財政の弾力性を判断する指標で
数値が小さいほど弾力性がある 93.9％ 89.4％
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本文中の語句解説

一般会計歳入

一般会計歳出

特別会計・企業会計

　令和４年度の一般会計・特別会計および企業会計の決算
が９月定例議会で認定されました。歳入歳出差引から翌年
度繰越事業充当財源2,682万円を差し引いた実質収支は、一
般会計と特別会計、企業会計の合計で４億6,756万円の黒字
決算となりました。令和４年度に皆さんが納めた税金など
がどのように使われたのかを報告します。



町 では、食費など物価高騰の影響を受けてい
る子育て世帯の生活を支援する取り組みの

一つとして、高校生年齢までを対象とした「子育
て世帯応援支援金」を独自給付します。
▶支援金　20,000円（対象児童１人あたり）
▶対象児童　平成17年４月２日～令和５年10月１
　日までに生まれた人
▶対象者　令和５年10月１日に添田町に住所を有
　し、対象児童を養育している人
▶支給日　令和５年11月27日月予定
▶支給方法　児童手当や児童扶養手当の振込先口
　座へ振り込みます。給付対象児童が高校生年齢
　児童のみ、または公務員世帯の給付対象者は、　
　従前に届出のあった口座へ振込予定です。
※受給対象者には10月中旬に通知を発送していま
す。通知が届いていない時や、不明なことがある
時は、下記まで問い合わせください。
問 役場健康子育て応援課
 　子ども育成・支援係
　 （☎82-5964）
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まちからのお知らせ＆情報

時 間を気にせず、自宅で検査の
やり取りが行える、大腸がん

郵送検診が始まります。今年の総合健診を受ける
ことができなかった人は、ぜひご利用ください。
▶対象者　令和５年度、添田町の大腸がん検診を
　受診していない40歳から49歳までの人
※年齢は令和６年３月31日時点
▶料金　500円
※生活保護受給者、非課税世帯の人は無料
▶郵送検査実施期間　令和５年12月１日～令和６
　年２月28日
▶郵送検査申込期間　令和５年11月１日～令和６
　年１月31日
▶検査の流れ
①電話、FAX、二次元コードから検診委託先のく
るめ病院へ検査を申し込みください。
▷電話で申し込む　平日 9時から17時までの受
　付時間中にくるめ病院（☎ 0942-43-5199）へ
　「添田町大腸がん検診申込み」と伝え、申し込み
　ください　
▷ＦＡＸで申し込む　氏名、性別、生年月日、　

　住所、日中連絡のつく電話番号を記載の上、く
　るめ病院にＦＡＸ（0942-43-1517）を送信く
　ださい　
▷インターネットで申し込む　スマートフォン
　などで右の二次元コードを読み取り、
　必要事項を入力し、申し込みください
※生活保護受給者、非課税世帯の人の申し込みは
役場窓口で受け付けます。役場健康子育て応援課 
健康・子ども保健係の窓口（庁舎別館）までお越
しください。
②申込後、検査キットが自宅に届きます。
採便後、同封の返信用封筒で採便容器を
返送ください。
③検査キットに同封の振り込み用紙を使って郵便
局で検診料金を支払いください。その際に、郵便
　　　　　局の通帳かキャッシュカードがない場
　　　　　合は110円の振込手数料が発生します。
　　　　　④約３週間後に、自宅に結果が郵送さ
　　　　　れます。
問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係
　 （☎31-5001）

子育て世帯に生活支援

子育て世帯応援支援金を
独自給付します

自宅でできるがん検診

大腸がん郵送検診が
始まります

11月25日は福岡県男女共同参画の日です

男女共同参画社会について
一緒に考えませんか

男 女が互いに人権を尊重し、「女性」や「男性」
というイメージにあてはめてしまうことな

く、一人ひとりが持っている個性や能力を十分に
発揮できる豊かな社会の実現のため、11月は以下
の取り組みが行われます。この機会に男女共同参
画社会について一緒に考えてみませんか。
◉女性に対する暴力をなくす運動
11月12日から25日の間、女性に対する暴力の問
　　　　題に関する取り組みを一層強化します。
　　　　ＤＶや性暴力で悩んでいる人は、年齢・
　　　　性別を問わず相談ください。
　　　　▶性犯罪・性暴力　♯８８９１
　　　　▶配偶者などからの暴力　♯８００８
◉あすばる男女共同参画フォーラム２０２３
　詳細は12ページをご覧ください。
問 役場総務課男女共同参画推進係（☎ 82-1231）

保健だより

◉メタボリックシンドロームを知って改善！！

生活習慣病を未然に防ぎましょう！
　メタボリックシンドローム（以下、メタボ）は、「内臓脂肪型肥満」のことで、内臓肥満に
高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさることによって、心臓病や脳卒中などになりや
すい病態を指します。皮膚の下にある皮下脂肪に比べ、内臓まわりにつく内臓脂肪は蓄えや
すく消費されやすいという性質を持っているので、メタボ改善は生活習慣を数か月変えるこ
とで効果が出ます。メタボで悩んでいる人は、この機会にメタボ解消に努めてみませんか。

　メタボリックシンドローム（症候群）の判定基準は、
　　　　　　次の1～4のうち1に加え、2～4の
　　　　　　　　　　　2項目以上が該当すれば、
　　　　　　　　　　　　メタボと診断されます。
　　　　　　　　　　　　ただ単に、腹囲が大きい
　　　　　　　　　　　　だけでは、メタボには該
　　　　　　　　　　　　当しません。

　毎日の食事で注意するポイントは、1主食の摂取
量、2メニュー選び、3血糖値のコントロールです。
【1主食の摂取量】
　太りにくい主食の１食の適量は白米茶碗小盛１杯
（＝100ｇ、コンビニのおにぎりでは１個分）です。
食パンだと６枚切り１枚（＝60ｇ）となります。こ
れらは糖質に換算すると約40ｇになります
【2メニュー選び】
　食物繊維が多い主食や腸内環境を整えるメニュー
を選びましょう。食物繊維が多い主食は玄米や雑穀
　　米などで、納豆やキムチなどの発酵食品、
　　　　　食物繊維が豊富なきのこや海藻
　　　　　類は腸を元気にしてくれます。

　無理なく継続できる運動を選ぶことです。
　メタボの改善にはウォーキングや自転車、水泳な
どの有酸素運動が効果的でおすすめですが、ハード
ルが高く続かないと思う人は、毎日の生活の中でで
きる「がんばらない運動法」をやってみましょう！
【座りながらウォーク】
　椅子に浅めに座り、上体はまっすぐにし、
その場で歩くように太ももを左右交互に高
く上げる運動を30秒続けます。太ももを交
互に高く上げることがポイントです。

問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）

1腹囲男性85cm以上、女性90cm以上
※測定は下着などを着用せずにへその高さで計測し、普通
の呼吸で息を吐いた終わりに目盛りを読み取りましょう。

2中性脂肪150mg ／ dl 以上、またはHDLコレス
　テロール40mg ／ dl 未満
3血圧 130／ 85mmhg 以上
4空腹時血糖値 110mg ／ dl 以上

【3血糖値のコントロール】
　血糖値をコントロールすると太りにくい体になり
ます。血糖コントロールの食事の基本は、1日 3食、
主食、主菜、副菜をそろえて食べることです。また
朝食は、血糖コントロールの重要ポイントです。朝
食を欠食すると、昼食や夕食後の血糖値が急激に上
昇する原因になります。主食よりも野菜・肉・魚を
先に食べる順番を習慣化し、最後に主食を食べるこ
とでより一層、血糖コントロールが安定します。

【立ち座りスロースクワット】
　椅子に浅めに座り足を肩幅より少し広く開き、太
ももの裏の筋肉を意識して、ゆっくりと７秒かけて
立ち上がり、７秒かけて椅子に座る。これを
食前、または食後に10回やってみましょう。
大きな筋肉
を使うため
血糖コント
ロールに効
果大です！

内臓肥満に
どになりや
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月変えるこ
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【食べる順番の例】
①副菜（野菜など） → ②主菜（肉や魚など） → ③主食（白米など）

◎メタボを改善するには・・・【運動編】

◎メタボを改善するには・・・【食事編】

◎どのくらいの腹囲でメタボに？
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My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

赤い羽根共同募金

もらった文房具で勉強、頑張ります！！

添田町男女共同参画推進セミナー

突然始まるかもしれない介護に備えて

↑1人で背負わないための介護支援の話などもありました

10月14日、添
田町出身で福岡
みらい病院がん
看護専門看護師
の井手麻利子さ
んを講師に、添
田町男女共同参
画推進セミナー
がオークホール
で開催されまし
た。「介護制度や町のサービスを調べるときは遠慮せずに
人に聞いてみることも大事。聞きたいことを話すうちに
頭が整理されていきます」と井手さんは話していました。

第55回地区公民館対抗球技大会

地域の絆が深まった１日

10月１日、そえだサン・スポーツランドと
そえだドームで地区公民館対抗球技大会が行
われました。コロナの影響から４年ぶりの開
催となった本大会。ソフトボールに６チーム、
グラウンドゴルフに20チーム、今年から競技
に加わったカローリングに10チームが参加し
た大会は晴天に恵まれ、高齢者から子どもま
で、地域一丸となって全力でプレーしていま
した。各競技の成績は▷ソフトボールの部＿
優勝＝添田東、準優勝＝野田▷グラウンドゴ
ルフの部＿優勝＝庄東、準優勝＝添田東、３
位＝伊原▷カローリングの部＿優勝＝彦四、
準優勝＝岩瀬、３位＝下中元寺、彦三でした。

青年農業者会議

田川、福岡県、九州と評価され全国へ

　家族で花き農園を営む髙瀨寛人さん（上津
野）が７月21日、22日に大分県で行われた九州・
沖縄地区青年農業者会議の日ごろの活動をと
おして農業・農村全般に関する意見を述べる
意見発表の部で最優秀賞を受賞し、全国大会
に出場することを寺西町長に報告に訪れまし
た。この大会は九州各県の青年農業者が集ま
り意見発表などをとおして、技術情報の交換
や個々の繋がりを深め、農業経営に活かすた
めに開催されています。髙瀨さんは「全国大会
では、今の農業の基盤を作ってくれた町の先
輩たちに負けないよう、恩返しができるよう
優勝してきます」と力強く話してくれました。

↑寄贈された文房具セットを手に笑顔の落合小６年生

↑来年３月に東京で開催される全国大会に田川地域の就農者で初めて出場する髙瀨さん㊧と寺西町長㊨

　町社会福祉協
議会内の共同募
金会添田町支会
が、赤い羽根共
同募金の児童青
少年福祉活動の
一環で町内小学
校に文房具セッ
トを寄贈しまし
た。10月６日、落
合小学校での贈呈式では６年生の東龍斗さんが「マジッ
クや鉛筆などいただき、ありがとうございました。これ
からも勉強を頑張ります」とお礼の言葉を述べました。

子どものためのクラシックコンサート

体育館で過ごす、贅沢で楽しい時間

↑歌にあわせて手話を行う児童と保護者たち

10月３日、落
合小学校で福岡
サロンオーケス
トラを迎え、コ
ンサートが開か
れました。コン
サートは児童に
加え、保護者や
地域の人も参加。
真剣に、そして
曲によっては手話や拍手を交え楽しい時間を過ごした児
童たち。６年生の原田哲平さんは「小学校の校歌をピアノ
ではない演奏で聴けて良かったです」と話していました。

↑年齢に関係なく、楽しく戦ったカローリング

↓熱戦が繰り広げられたソフトボール。決勝に進んだ添田東、野田地区は１日に３試合を戦いました

↑グラウンドゴルフは笑顔と歓声にあふれていました

中元寺小学校で人権学習

ヒマワリの種と思いを込め、風船を飛ばす

↑人ＫＥＮまもるくんと中元寺小３、４年生の児童

10月19日、中
元寺小学校３、
４年生を対象に
人権教室が開か
れました。人権
擁護委員から生
きる・育つ・守
られる・参加す
る「子どもの権
利、４つの柱」
を学んだ児童たち。その後は、５月に種を植え、育て、
収穫したヒマワリの種と、思いを込めたメッセージをつ
けた色とりどりの紙風船を青空高く飛ばしました。

添田中学校合唱コンクール

鑑賞に訪れた保護者たちを魅了する歌声

↑ブロック合唱で最優秀賞を獲得した赤ブロックの合唱

10月13日、添
田中学校合唱コ
ンクールがオー
クホールで開催
されました。学
校建替えの影響
で体育館が壊さ
れ練習場所の確
保が困難だった
中でも工夫して
練習に励んだ今年のテーマは「史上最響」。練習でできた
絆を歌声と共に響かせ、最高の合唱にしたいとの思いか
らつけられ、素晴らしいハーモニーを響かせていました。

↓風船を飛ばすときは５年生も参加しました

学校給食料理コンクール

いつもおいしい添小の給食が最優秀賞

↑一次審査を通過した16施設の頂点に輝きました

10月17日、学
校給食料理コン
クールで添田小
学校が最優秀賞
を受賞し、栄養
教諭の井手口先
生と調理員の林
さんが髙瀨教育
長へ報告に訪れ
ました。献立だ
けではなく味や調理技術、衛生管理なども審査されるコ
ンクール。「今後も楽しみだなと思ってもらえるような献
立や給食を作っていきたい」と笑顔で話してくれました。

デコキーホルダーづくり

はんだごてって何？電子工作に挑戦

↑熱々のはんだごてを使って慎重に作業する参加者

　オークホール
で10月７日、「L
EDでひかるデコ
キーホルダーづ
くり」が開かれ
ました。まずは
電子部品をはん
だ付け。はんだ
ごてを使い、電
子回路を作って
スイッチを入れると電球がきれいに点灯。最後に透明の
キーホルダーケースをかわいくデコレーションして、オ
リジナルのデコキーホルダーが完成しました。

老人クラブ連合会秋のスポーツ大会

打って、投げて。元気なプレー続出

↑ホールインワンを狙い、力を込めて打つ第一打目

　９月29日、添
田町老人クラブ
連合会主催の秋
のスポーツ大会
が、そえだサン・
スポーツランド
とそえだドーム
で行われました。
約200人がグラ
ウンドゴルフと
輪投げに参加。秋晴れの良い天気の中、チーム一丸とな
り、熱戦を繰り広げた参加者の皆さん。ハツラツとした
プレーと明るい笑い声が絶えない一日となりました。



11 月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

れ

数山 凛
りんたろう

太朗 ちゃん 
11月４日生 ❷ ・伊原

藤本 光
ひかり

織 ちゃん 
11月15日生 ❷・峰地団地

２歳おめでとう☆よくお喋りし
て走り回って元気いっぱいだね。
これからも笑顔いっぱいで大き
くなってね♡

凛ちゃん 2歳のお誕生日おめで
とう！これからも我が家のアイ
ドル凛太朗でいてねっ★凛ちゃ
ん大好き♡

広報そえだ（令和 5年 11月号）　10

文
芸
歳
時
記

◉
12
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

11
月
14
日
火
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　

投
稿
】

菜
作
り
は
向
い
て
な
い
の
か
生
ご
み
増
や
し

　
　
　
　
　

不
出
来
覚
悟
で
次
の
種
を
ま
く　

櫻
木
マ
サ
子

お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
の
底
に
ほ
ほ
え
み
て

　
　
　
　

た
ま
ゆ
ら
消
ゆ
る
人
の
名
知
ら
ず　

独
活
山
強
実

人
望
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
し
ゃ
あ
ね
え
な

　
　
　
　

あ
ん
た
の
為
な
ら
助
け
に
行
く
ぜ　

佐
藤　
　

直

山
国
の
川
面
の
石
に
浮
き
出
で
て

　
　
　
　
　
　

夕
べ
の
し
じ
ま
蛙

か
わ
ず

鳴
き
を
り　

柳
瀬　

一
徳

柚
子
黄
な
り
炉
を
開
く
今
朝
巡
り
来
る　

　
　
　
　
　
　

季
節
確
か
め
釜
鳴
り
を
聴
く　

西
村　

宗
雪

【
俳
句　

投
稿
】

鷹
巣
原
風
に
銀
波
の
花
芒　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

彼
岸
花
赤
白
混
じ
り
大
騒
ぎ　
　
　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

波
音
を
挽
歌
と
き
き
し
素
秋
か
な　
　
　
　
　

島
津
余
史
衣

父
が
ゐ
て
母
ゐ
し
頃
の
盆
用
意　
　
　
　
　
　

伊
井
寸
美
子

ス
ラ
ン
プ
に
落
ち
て
こ
と
さ
ら
秋
暑
し　
　
　

山
本　

仁
恵

手
作
り
の
い
び
つ
な
猪
口
や
新
走
り　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

飛
び
石
に
ワ
ル
ツ
の
テ
ン
ポ
石
叩
き　
　
　
　

立
花　

克
明

幼
な
日
の
秋
の
ま
つ
り
や
母
の
故さ

と郷　
　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

「
立
冬
」（
十
一
月
八
日
）や
寒
さ
に
対
し
身
構
え
る

原
田
祥
二
郎

笑
う
こ
と
お
金
か
か
ら
ぬ
健
康
法　
　
　
　
　

原
田　

順
子

★おんぶに抱っこマルシェ　▷15日／衣類交換・ゲー
　ム・ベビーフォト・育児相談など盛りだくさんです。
★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷７日／お絵描き・シール遊び　▷14日／ヨガ講座
　▷28日／運動遊び
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷10日／虹の会読み聞かせ　▷17日／のり
　もの遊び　▷24日／そえだジョイにて
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

　▷８日　▷22日／虹の会読み聞かせ
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」　▷９日
★虹の会　布おもちゃ制作　▷１日　▷21日　▷29日
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

）

り

赤熊 笑
えみか

佳 ちゃん 
11月６日生 ❻・庄西

えみちゃんお誕生日おめでとう
♡大好きだよ～えみちゃんスマ
イル (๑˃̵ᴗ˂̵) 生まれてきてくれ
てありがとう！

篠原 夕
ゆな

奈 ちゃん 
11月21日生 ❷・添田西

happybirthday！よく喋るしよ
く食べるゆなちゃん、家族みん
な毎日癒されてます。

11　広報そえだ（令和 5年 11月号）

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先

を送信してください。

12月生まれの締め
切りは11月14日火
です。

送信先

koho@town.soeda.fukuoka.jp
　問 役場総務課広報・秘書係 (☎ 82-4000)

未就学児のお子さんの
写真を募集します

★ ん

教
育
の

ひ
ろ
ば

添田小学校からの
お知らせ

添
田
町
が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
そ

え
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。そ
の
事
業
の
一
貫
で

添
田
小
学
校
５
年
生
が
、
９
月
25
日（
月
）〜

29
日（
金
）の
５
日
間
、
英
彦
山
青
年
の
家
で

長
期
宿
泊
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
そ
え
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
は
、〝
ふ
る
さ
と
添
田
町
を
愛
し

夢
・
希
望
を
実
現
す
る　

か
し
こ
さ

と
た
く
ま
し
さ
を
兼
ね
備
え
た　

人

間
性
豊
か
な
心
を

持
つ
子
ど
も
〞
を

目
指
す
た
め
、
添

田
小
学
校
を
モ
デ

ル
校
に
令
和
３
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
で
す
。

添
田
小
学
校
の
体
育
館
で
出
発
式

を
終
え
、
福
岡
教
育
大
学
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
英
彦
山
青
年

の
家
を
目
指
し
出
発
。
途
中
、
英
彦

山
神
宮
で
参
拝
し
、
髙
千
穂
宮
司
か

ら
山
伏
の
修
行
や
生
活
の
様
子
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
英
彦
山

修
験
道
館
で
、
学
芸
員
か
ら
展
示
品

の
解
説
と
英
彦
山
の
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。

　

英
彦
山
青
年
の

家
で
は
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
火
起
こ
し

か
ら
行
う
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と
ピ
ザ
な

ど
の
野
外
調
理
や

英
彦
山
へ
の
登
山
、

森
の
中
に
広
が
る

迷
路
か
ら
の
脱
出

ゲ
ー
ム
、
天
体
望

遠
鏡
や
星
座
早
見

盤
を
使
っ
て
星
空

観
察
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に

自
分
た
ち
で
作
っ
た
ご
飯
は
と
て
も

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

体
験
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
長
期
宿

泊
体
験
学
習
。
毎
日
、
授
業
も
行
い
、

「
体
験
」
と
「
学
習
」
の
メ
リ
ハ
リ
を

し
っ
か
り
付
け
ま
し
た
。　

人
間
性
豊
か
な
心
を
持
つ

子
ど
も
を
目
指
し
て

〜
長
期
宿
泊
体
験
学
習
〜

　山下憲香さん（庄西）
が、９月６日に開催さ
れた第３回添田町議会
定例会で教育委員選任
の同意を受け、10月20
日に寺西町長から任命
辞令が渡されました。
任期は令和９年10月21日までの４年間です。
問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

山下教育委員が再任されました

ふ
る
さ
と
そ
え
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

町
の
シ
ン
ボ
ル〝
英
彦
山
〞を
学
ぶ

英
彦
山
青
年
の
家
で
の
体
験

児
童
の
感
想

　

◉
自
分
の
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
こ
と
も
見

な
が
ら
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

◉
全
部
人
任
せ
に
す
る
の
で
は
な

く
、
友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
期
宿
泊
体
験
学
習
で
子
ど
も
た

ち
は
、
普
段
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

長
期
宿
泊
体
験
学
習
を
終
え
て

な
い
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

め
あ
て
に
な
っ
て
い
た
「
み
ん
な
で

声
を
か
け
な
が
ら
協
力
す
る
」や「
誰

か
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で

責
任
を
持
つ
」、「
み
ん
な
で
楽
し
み

な
が
ら
体
験

す
る
」
こ
と

も
で
き
、
４

泊
５
日
と
い

う
短
期
間
で
、

一
人
一
人
が

た
く
ま
し
く

成
長
し
た
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

地域子育て支援センター

　　　11月の予定



　

Ｄ
に
よ
る
人
権
学
習

▼
申
込
方
法　

電
話
に
て
申
し
込
み

▼
申
込
期
限

11
月
30
日
木

※
中
山
先
生
の
ご
厚
意
で
80
歳
以
上

の
参
加
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

問
添
田
町
婦
人
会
重
松
さ
ん

（
☎
82
―
１
７
４
７
）

　

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

塚
ブ
ラ
ン
チ
で
は
、
文
書
作
成
ソ
フ

ト「
W
o
r
d
」の
操
作
能
力
を
試
す

「
C
S
検
定
３
級
」の
資
格
取
得
を
目

指
す
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

令
和
６
年
１
月
12
日
金
か

　

ら
２
月
28
日
水
ま
で
の
水
曜
と
金

▼
対
象
者　

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介

　

護
関
係
研
修
課
程
修
了
者
で
現
在
、

　

介
護
分
野
に
就
業
し
て
い
な
い
人

▼
定
員

20
人
／
参
加
無
料

問
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
584
―
３
３
１
０
）

　

婦
人
会
会
員
以
外
の
人
も
参
加
で

き
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き

12
月
17
日
日
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
研
修
内
容　

▽
講
演
「
成
人
病
予

　

防
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ

　

い
て
」
／
講
師
＝
中
山
産
婦
人
科

　

院
長　

中
山
麻
子
先
生　

▽
Ｄ
Ｖ

バ
ー
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
る
、「
あ
す
ば

る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

の
タ
レ
ン
ト
・
振
付
師
の
K
A
B
A
．

ち
ゃ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

を
ラ
イ
ブ
中
継
し
ま
す
。

▼
と
き

11
月
25
日
土
13
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

※
視
聴
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
役
場
総
務
課
男
女
共
同
参
画
推
進

係
（
☎
82
―
1
2
3
1
）

▼
と
き

12
月
13
日
水
11
時

　

〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
と

　

ば
た
（
北
九
州
市
）

▼
内
容　

介
護
技
術
の

　

復
習
（
講
義
・
実
技
）

【
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
】

▼
試
験
日　

▽
一
次
試
験　

12
月
10

日
日
〜
12
日
火
の
う
ち
１
日

▼
受
付
期
限

11
月
30
日
木

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
人

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

▼
試
験
日　

▽
推
薦
＝
令
和
６
年
１

　

月
８
日
月
／
筆
記
・
口
述
試
験
、　

　

身
体
検
査　

▽
一
般
（
一
次
試
験
）

　

＝
令
和
６
年
１
月
13
日
土
ま
た
は

14
日
日
／
筆
記
試
験

▼
受
付
期
限　

▽
推
薦
＝
12
月
１
日

　

金　

▽
一
般
＝
令
和

　

６
年
１
月
５
日
金

▼
受
験
資
格　

日
本
国

　

籍
を
有
す
る
15
歳
か

　

ら
17
歳
ま
で
の
人

※
試
験
会
場
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

令
和
６
年
１
月
５
日

　

金
〜
令
和
６
年
６
月
28
日
金

▼
訓
練
科
名　

機
械
C
A
D
オ
ペ
レ

　

ー
シ
ョ
ン
科
／
定
員
12
人
、
ビ
ル

　

管
理
技
術
科
／
定
員
15
人
、
住
宅

　

リ
フ
ォ
ー
ム
C
A
D
技
術
科
／
定

　

員
15
人
、
建
設
機
械
科
／
定
員
15

　

人
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
／
定
員

15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

　

職
を
申
込
み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限

12
月
７
日
木

▼
入
所
選
考

12
月
13
日
水
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

子
育
て
や
家
族
の

悩
み
な
ど
を
聞
き
、

解
決
に
向
け
て
必
要

な
支
援
・
手
続
き
に

繋
ぐ
な
ど
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き

11
月
16
日
木
10
時
30
分
〜

12
時
、
13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事

　

前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
3
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

▼
と
き　

▽
相
続
セ
ミ
ナ
ー
＝
11
月

18
日
土
13
時
〜
13
時
30
分
／
予
約

　

優
先　

▽
無
料
相
談
会
＝
11
月
18

日
土
13
時
30
分
〜
16
時
／
要
予
約

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
飯
塚
市
）

▼
定
員　

▽
相
続
セ
ミ
ナ
ー
＝
先
着

50
人　

▽
無
料
相
談
会
＝
先
着
25
組

▼
予
約
期
限

11
月
17
日
金

問
福
岡
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

（
☎
092
―
721
―
９
３
８
３
）

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
、
働
く
上
で
の
悩
み
に
、
解
決

に
向
け
た
助
言
や
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
曜
労
働
相
談
会
】

▼
と
き

11
月
19
日
日
10
時
〜
18
時

　
（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
来
所
面

　

談
／
予
約
優
先

【
労
働
問
題
相
談
会
】

▼
と
き

11
月
27
日

　

月
13
時
30
分
〜
16

　

時
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
第
３
会
議
室

▼
申
込
期
限

11
月
26
日
日
12
時

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

生
活
保
護
受
給
に
関
す
る
こ
と
や

借
金
問
題
、
様
々
な
原
因
に
よ
る
生

活
困
窮
や
解
雇
・
雇
止
め
な
ど
の
相

談
に
司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

12
月
９
日
土
10
時
〜
16
時

▼
相
談
方
法　

電
話
（
☎
092
―
722
―

　

４
１
３
１
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
様
々
な
悩
み
に

L
I
N
E
で
対
応
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
匿
名
で
も
可
能
で
す
。

▼
対
応
時
間　

▽
月
曜
〜
金
曜
＝
９

　

時
〜
17
時
（
水
曜
は
20
時
ま
で
）、

　

▽
土
曜
、
第
１
・
第
３
日
曜
＝
９

　

時
〜
16
時

▼
対
象
者　

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

　

家
庭
の
人

▼
相
談
方
法

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
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くらしに役立つ情報満載Information

　

ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
登
録
後
、
ト
ー

　

ク
画
面
か
ら
相
談
く
だ
さ
い
。

問
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

塚
ブ
ラ
ン
チ

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

　

難
病
を
疑
わ
れ
な
が
ら
診
断
が
つ

か
な
い
県
内
在
住
の
患
者
さ
ん
に
、

早
期
に
適
切
な
診
断
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
専
門
医
が
い
る
医
療
機
関
の
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
と
き　

毎
週
月
曜
〜
金
曜
10
時
〜

16
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

▼
と
こ
ろ　

九
州
大
学
病
院
内　

未

　

診
断
・
未
指
定
難
病
相
談
支
援
セ

　

ン
タ
ー

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談

※
面
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
相
談
料　

無
料

問
福
岡
県
難
病
診
療
連
携
拠
点
病
院

九
州
大
学
病
院
内　

未
診
断
・
未

指
定
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
642
―
４
８
６
４
）

11
月
第
４
土
曜
日
は
、「
福
岡
県
男

女
共
同
参
画
の
日
」
で
す
。
ク
ロ
ー

自
衛
官
採
用
試
験

相
談
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試
験
・
募
集

法
務
局
＆
司
法
書
士
会
に
よ
る

相
続
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３

筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

労
働
に
関
す
る
相
談
会

難
病
を
疑
わ
れ
な
が
ら
専
門
医
に

た
ど
り
着
け
て
い
な
い
人
へ

福
岡
県
ひ
と
り
親
よ
ろ
ず
相
談

ラ
イ
ン
を
開
設
し
ま
し
た

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

公
共
職
業
訓
練
生（
１
月
生
）を

募
集
し
ま
す

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　

曜
（
合
計
10
日
間
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

宗
像
市
役
所

▼
対
象
者　

①
県
内
在
住
の
ひ
と
り

　

親
家
庭
の
母
、
父
、
ま
た
は
寡
婦

　

で
資
格
を
活
か
し
、

　

就
職
・
転
職
を
希

　

望
し
て
い
る
人　

　

②
講
習
会
の
全
日

　

程
に
出
席
で
き
、

　

講
習
会
終
了
後
の

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
検
定
料
と
テ
キ

　

ス
ト
代
の
一
部
と
し
て
４
千
円
は

　

自
己
負
担
）

▼
定
員　

８
人

▼
申
込
期
限

12
月
22
日
金

問
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱

（
☎
092
―
741
―
９
５
３
１
）

知っておきたい年金の豆知識

納めた保険料は
「控除」の対象です

国 民年金保険料は、
納めた全額が所

得税・住民税の社会保
険料控除の対象となり
ます。社会保険料の控
除を受けるためには、毎年１月１日から12月
31日までの間に納めたことを証明する書類の
添付が義務付けられています。１月１日から
９月30日までの間に保険料を納めた人には、
10月下旬から11月上旬に「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」が日本年金機構か
ら送付されますので、年末調整や確定申告の
際に添付してください。なお、10月１日から
12月31日までの間に初めて保険料を納めた人
には、翌年の１月下旬に証明書が送付されま
す。また、家族の国民年金保険料を納めた場
合も本人の社会保険料控除に加えることがで
きます。

離婚時の年金分割制度

　離婚した場合、婚姻期間中の厚生年金を分
割して、それぞれ自分の年金にすることがで
きます。離婚後２年以内に手続きをする必要
がありますが、調停の長期化などの理由によ
り２年を経過した場合は、調停などの成立日
から６か月以内であれば手続きが可能です。

出張年金相談

【田川青少年文化ホール】
▷毎月第１木曜日　10時～12時／13時～16時
12月７日、令和６年１月４日、令和６年２

　月１日、令和６年３月７日

【川崎町総合福祉センター】
▷毎月第４木曜日　10時～12時／13時～16時
12月28日、令和６年１月25日、令和６年２
　月22日、令和６年３月28日

※直方年金事務所に予約が必要です。
※年金手帳や振込通知
書など相談者本人であ
ることが確認できるも
のを持参してください。

問 直方年金事務所（☎ 0949-22-0891）

　爽やかな秋空のもと、今川サイクリングロードでごみを拾いな
がらウォーキングしてみませんか。
◆とき 11月23日木 10時～２時間程度
◆集合場所　みやこ町給食センター
◆参加申込期限　11月17日金17時15分まで
※軍手、火ばさみは貸し出します。
問 役場福祉環境課環境保全係（☎ 82-1232）

◉今川流域市町村連絡協議会主催

今川サイクリングロード ・ クリーン作戦
　　　　　　　　　　　　inみやこ町　参加者募集

の要に支
援
を
行
い
ま
す
。

日
木
10
時
30
分
〜

相
談
会

年
末
・
生
活
・
困
り
ご
と
相
談
会

友だち登録は↑
こちらから

講
習
・
研
修

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

水
1
時

16
時

との技
）

添
田
町
婦
人
会
一
日
研
修
会

参加者には
特製エコバック
プレゼント！！



30
分
（
入
場
は
17
時
ま
で
）

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
で
す
。

問
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館

（
☎
44
―
５
７
４
５
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し

▽
故
道
園
幸
弘
（
中

　

津
野
）
▽
故
門
田
朝
子
（
下
中
元

　

寺
）
▽
故
大
塚
浜
子
（
町
四
）
▽

故
髙
倉
喜
一
郎
（
庄
東
）
▽
故
田

　

中
隆
夫
（
岩
瀬
）
▽
故
毛
利
禮
子

　
（
岩
瀬
）

▼
一
般
寄
付　

▽
村
上
正
彦（
庄
中
）

　

▽
島
上
清
文
・
レ
イ
子
（
添
田
中
）

　

▽
公
益
社
団
法
人　

田
川
法
人
会

　
（
田
川
市
）

  

（
令
和
５
年
10
月
13
日
現
在
）

行
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
警

察
で
は
、
11
月
中
に
全
国
一
斉
の
追

跡
捜
査
を
行
い
、
指
名
手
配
被
疑
者

の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

捜
査
活
動
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
関
す

る
情
報
は
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で

も
警
察
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

▼
展
覧
会
名　

炭
坑
と
学
校
〜
も
う

　

一
度
会
い
た
い
、
あ
の
日
の
思
い

　

出
〜

▼
会
期
最
終
日

11
月
19
日
日
17
時

※
事
件
や
事
故
な
ど
急
ぐ
通
報
は
、

落
ち
着
い
て
あ
わ
て
ず
に
、
110
番
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

　

令
和
５
年
８
月
末
現
在
、
凶
悪
事

件
な
ど
で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て

い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
の
ほ
か
、

全
国
の
警
察
か
ら
の
指
名
手
配
者
は

約
540
人
で
す
。
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は

特
殊
詐
欺
や
広
域

窃
盗
の
ほ
か
、
殺

人
や
強
盗
な
ど
の

凶
悪
事
件
に
関
し

て
指
名
手
配
さ
れ

て
お
り
、
再
び
犯

　

あ
っ
た
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

は
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る

集
い
の
場
で
す
。

▼
と
き

11
月
７
日
火
13
時
30
分
〜

15
時

▼
と
こ
ろ　

そ
え
だ
ジ
ョ
イ
２
階

▼
内
容　

認
知
症
予
防
の
音
楽
療
法

　

〜
脳
活
性
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

　

ク
セ
ラ
ピ
ー
〜

※
開
催
日
が
奇
数
月
の
第
１
木
曜
か

ら
奇
数
月
の
第
１
火
曜
に
変
わ
り
ま

し
た
。

問
添
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
41
―
３
８
８
８
）

10
月
か
ら
、
福
岡
県
の
最
低
賃
金

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
金
額　

１
時
間
941
円

▼
効
力
発
生
日　

令
和
５
年
10
月
６
日

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
092
―
411
―
４
５
７
８
）

　

福
岡
県
後
期

高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、

健
康
や
医
療
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
４
か
月
お
き
に
年
３
回
、
医
療
費

通
知
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
４
月
〜

７
月
診
療
分
の
医
療
費
通
知
の
発
送

は
11
月
末
で
す
。
通
知
は
、
被
保
険

者
本
人
の
住
所
に
圧
着
は
が
き
で
送

付
し
ま
す
。

※
通
知
作
成
日
時
点
で
亡
く
な
っ
て

い
る
人
へ
の
通
知
は
発
送
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
手
続
き
に
よ
り
相
続
人
代
表

者
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
受
け
渡
し

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
、
通
知
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
、
領
収
書
な
ど
に
基
づ

き
内
容
を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
送
付
先
変
更
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
変
更
先
の
住
所
に
送
付
し
ま
す
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
092
―
651
―
３
１
１
１
）

役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

　
（
☎
82
―
５
９
６
６
）

　

個
人
事
業
税
は
、
生
活
と
産
業
の

発
展
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
や

自
然
災
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
・

県
土
強
靭
化
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所
事
業
税

係（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
０
３
）

　

交
番
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
不

在
時
に
、
電
話
対
応
が
で
き
な
い
状

態
を
解
消
す
る
た
め
、
11
月
30
日
を

も
っ
て
添
田
警
部
交
番
の
加
入
電
話

（
☎
82
―
０
５
７
４
）を
廃
止
し
ま
す
。

12
月
１
日
か
ら
は
、
常
時
電
話
対
応

が
可
能
な
田
川
警
察
署
代
表
電
話
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
田
川
警
察
署
代
表
電
話
番
号

　

☎
42
―
０
１
１
０
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くらしに役立つ情報満載Information
お
知
ら
せ

福
岡
県
最
低
賃
金
額
改
定

15　広報そえだ（令和 5年 11月号）

●人　口　8,575 人（ー33人）
●男　性　4,062 人（ー17人）
●女　性　4,513 人（ー16人）
●世帯数　4,462世帯（ー12世帯）

人の動き ９月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
11月７日火、11月21日火

●補聴器相談（役場ロビー）
11月８日水13時～、11月10日金15時～
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
11月14日火、12月12日火

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
11月14日火、12月12日火（10時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
12月６日水（13時30分～16時30分）

問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●あなたの通告が子どもたちの命を救います
　毎年、児童虐待は高水準で推移しており、虐待
により児童が命を落とすケースも後を絶ちません。
虐待かもと思ったら、迷うことなく警察または児
童相談所へ連絡をお願いします。通告した人のプ
ライバシーは法律で守られます。
▶児童相談所全国共通３桁ダイヤル（☎1

いちはやく

89）
※緊急の場合は最寄りの警察署または110番！

問 田川警察署（☎42-0110）

９月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 12（＋10） 123

　人身事故 ２（±０） 11

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ５（＋３） 22

●出生　１ 人
●死亡 21 人
●転入 10 人
●転出 23 人

そえだジョイ休館
●清掃・施設点検などのため
▶ 11月13日月・14日火
問 そえだジョイ （☎ 82-5600）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

新型コロナウイルス感
染症の治療薬（経口薬の
ラゲブリオ・パキロビッ
ド・ゾコーバ、点滴薬の
ベクルリー）の薬剤費は、９月末で全額公
費負担（窓口負担なし）が終了しました。
今後は医療費の自己負担割合に応じた一定
の窓口負担をお願いします。

医療費の自己負担割合 窓口負担額

３割 9,000円

２割 6,000円

１割 3,000円

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い

納期限のお知らせ
● 11月30日木が納期限です
　▷固定資産税（４期）
　▷国民健康保険税（５期）
　▷後期高齢者医療保険料（５期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

令
和
５
年
度
秋
季
山
本
作
兵
衛

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
原
画
企
画
展

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
医

療
費
通
知
は
11
月
末
発
送
で
す

こ
こ
に
あ
っ
た
、
で
あ
っ
た
、

あ
っ
た
か
い
〜
あ
っ
た
カ
フ
ェ
〜

献血にご協力を
つなげ、
その「ち」から。

10時～12時30分
13時30分～16時
10時～12時30分
13時30分～16時　　　♥とき 12月５日火

　　　♥ところ　添田町役場
　　　♥対象者 体重が50キロ以上の人で、
　　　　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
　　　※65歳以上の人は、60～64歳に献血
　　　　経験がある人。
　　　問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎ 31-5001）

♥
を

暮らしに役立つ地域情報や行政情報を掲載

「添田町暮らしの便利帳」を
配布します

町では皆さんの暮らしに
役立つ地域情報や行政情報
などをまとめた「添田町暮
らしの便利帳」を作成しま
した。この便利帳は、町と
株式会社サイネックスが共
同発刊したもので、作成にかかる費用は、
町内を中心とする事業者や団体からの広告
掲載料によりまかなわれています。
　行政区（隣組）に加入している世帯には、
区長（組長）を通じて配布しますが、加入
していない世帯には、役場窓口やオークホー
ルなどでお渡ししますので、問い合わせく
ださい。

問 役場総務課総務係（☎ 82-1231）

【
10
月
12
日
木
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
２
件
／
面
積
９
６
８
５
．５
７
㎡
を
許
可

※
12
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の
締
め

切
り
は
、
11
月
24
日
金
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

農業委員会報告

ェェ
）そ住気る。

11
月
30
日
は
個
人
事
業
税

第
２
期
分
の
納
付
期
限
で
す

れ
ら
の
被
疑
者
は

域殺犯

添
田
警
部
交
番
の
電
話
を

廃
止
し
ま
す 治療薬は

自己負担が発生します

９月末で全額公

パ
ノ
ラ
マ
た
が
わ

ありがとうございます

豪雨災害に対するご支援

　今年７月
の豪雨災害
に際し、心
温まるご支
援を賜り、
心から感謝
申し上げま
す。貴重な
ご厚志は町の災害復旧のため、適切か
つ有効に活用させていただきます。

◉ご支援いただいた皆様
福岡県町村会／100万円、全国町村会外
三団体（全国町村会・北海道町村会・新
潟県町村会・京都府町村会）／10万５千円

問 役場総務課総務係（☎ 82-1231）

↑福岡県町村会美浦会長㊨から
　支援金を受け取る寺西町長㊧

す

かる費用は、
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令
和
５
年
11
月
号

そ
え
だ

2023

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 31-5002）火災については、☎ 42-0119におかけください。

暑
さ
が
続
く
中
、
急
に
秋

が
来
て
そ
ろ
そ
ろ
冬
が
来
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。
皆
さ
ん
、
健

康
に
は
十
分
留
意
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
町
政
、
多

く
の
課
題
に
向
か
っ
て
ひ
と
つ
ず
つ
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
▼
11
月
は
、
３
日
文
化
の
日
に
田
川
市
制
施

行
80
周
年
の
記
念
式
典
が
あ
り
ま
す（
ち
な
み
に
添

田
町
は
町
制
施
行
112
年
で
す
）。
５
日
は
英
彦
山
神

宮
で
大
相
撲
横
綱
照
ノ
富
士
関
の
奉
納
土
俵
入
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
９
日
〜
10
日
は
、
姉
妹
町
北
海
道

美
深
町
か
ら
草
野
町
長
や
南
議
長
を
含
む
訪
問
団

が
添
田
町
を
訪
れ
ま
す
。
久
々
の
再
会
で
す
。
今
回

は
東
峰
村
の
宝
珠
山
駅
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
乗
車
し
添
田

町
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
11
日
は
遠
賀
町
で
行
わ

れ
る
福
岡
県
植
樹
祭
で
、
次
期
（
来
年
度
）
開
催
地

と
し
て
挨
拶
し
ま
す
。
15
日
東
京
N
H
K
ホ
ー
ル
で

全
国
町
村
長
大
会
、
16
日
は
山
村
振
興
連
盟
の
総

会
、
全
国
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
理
事
会
・
総

会
と
来
年
度
予
算
獲
得
等
に
向
け
参
加
し
ま
す
。
18

日
、
毎
年
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
土か

わ
ら
け
ば
し

器
橋
周
辺
の
河
川
清
掃
、
22
日
は
社
会
福

祉
協
議
会
・
添
田
町
と
で
金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
23
日
勤
労
感
謝
の
日
は
今

川
周
辺
市
町
村
の
行
橋
市
・
み
や
こ
町
・
赤
村
・
添

田
町
で
作
っ
て
い
る
協
議
会
で
、
み
や
こ
町
の
河
川

沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
地
域
の
皆
さ
ん
や
各
市
町
村
の
皆
さ
ん
の

参
加
で
行
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
「
み

ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
が
で
き
る
よ
う
、
町
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
▼
先
月
の
10
月
12
日
、
全
国
高
校

総
体
登
山
大
会
第
1
回
添
田
町
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
来
年（
令
和
６
年
）度
の
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）は
九
州
北
部
（
福

岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県
・
大
分
県
）で
開
催
さ
れ

ま
す
。
総
合
開
会
式
は
久
留
米
市
、
陸
上
競
技
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
福
岡
市
、
体
操
・
新
体
操
・
自

転
車（
ト
ラ
ッ
ク
）は
北
九
州
市
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は

久
留
米
市
、
そ
し
て
登
山
は
添
田
町（
８
月
２
日
〜

６
日
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。
他
の
競
技
は
福
岡
県
以

外
で
行
わ
れ
ま
す
。
▼
添
田
町
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

登
山
競
技
、
１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）以
来
50
年
ぶ

り
の
開
催
で
す
。
今
回
は
上
宮
が
工
事
中
の
た
め
、

臨
時
ル
ー
ト
を
含
む
中
岳
・
南
岳
・
岳
滅
鬼
山
コ
ー

ス
で
、
天
気
図
・
自
然
・
気
象
・
救
急
等
が
審
査
さ

れ
団
体
で
競
い
ま
す
。
▼
中
岳
コ
ー
ス
は
、
幕
営
地

（
県
立
英
彦
山
青
年
の
家
グ
ラ
ン
ド
）〜
上か

ん
ぷ
く
や
ま

仏
来
山
分

岐
〜
し
ゃ
く
な
げ
荘
跡
〜
雲き

ら
ら
ざ
か

母
坂
〜
銅
鳥
居
〜
奉

幣
殿
〜
産む

す
び
じ
ん
じ
ゃ

霊
神
社
〜
中
岳
〜
北
岳
〜
高
住
神
社
〜

幕
営
地
。
▼
南
岳
コ
ー
ス
は
、
幕
営
地
〜
豊
前
坊
〜

薬
師
峠
〜
ケ
ル
ン
の
谷
〜
南
岳
〜
材
木
石
〜
大
南

神
社
〜
奉
幣
殿
〜
幕
営
地
。▼
岳が

く
め
き
さ
ん

滅
鬼
山
コ
ー
ス
は
、

幕
営
地
〜
鷹
巣
原
駐
車
場
〜
奉
幣
殿
〜
玉
屋
神
社

〜
汐し

お
い
が
わ

井
川
渡と

し
ょ
う
て
ん

渉
点
〜
深
倉
分
岐
〜
岳
滅
鬼
峠
〜
岳

滅
鬼
岳
〜
岳
滅
鬼
山
〜
三み

く
に
ざ
か
い

国
境
〜
宝
珠
山
〜
釈
迦

岳
分
岐
〜
斫

き
り
い
し
と
う
げ

石
峠
＝
筑
前
岩
屋
駅
＝
各
宿
舎
（
＝

は
バ
ス
移
動
）。
▼
全
国
各
地
か
ら
若
者
が
集
い
ま

す
。
皆
さ
ん
是
非
温
か
く
迎
え
、
添
田
町
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
８
月
２
日
は
オ
ー

ク
ホ
ー
ル
で
開
会
式
、
８
月
６
日
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で

閉
会
式
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
駆
け
上
が
れ
夢
の

舞
台
へ
燃
え
上
が
れ
若
人
の
魂
」

町 では、福岡県や県内市町村と連携し、11・
12月を「県下一斉徴収強化月間」とし、広

　報による納税推進、滞納者に対する催告、差押
　えやタイヤロックなどの滞納処分を強化し、徴
　収対策に取り組みます。徴収強化の対象は、町
　が賦課・徴収する全ての税・保険料・使用料・貸付金です。
　　皆さんから納めていただく税金や保険料、使用料は私たちの暮
　らしを支える貴重な財源です。この機会に納め忘れの税金や保険
　料、使用料がないか、確認しましょう。

TAX INFORMATION　税のお知らせ 問 役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）

　　次の取り組みを強化します【徴収強化月間】

　一斉催告、勤務先・取引先への電話や差し押さえ
などの滞納処分を積極的に行います。
【滞納処分の流れ】
　滞納→督促・催告→預貯金などの財産調査→捜索・
差し押さえ→公売・公正取引→完納・停止

　　休日納付相談会を行います

　平日来庁できない人で町税、後期高齢者医療保険
料、介護保険料、保育料、住宅使用料、水道使用料
の納付相談をしたい人は休日納付相談会を利用くだ
さい。相談は事前に予約が必要です。
▶とき　12月３日日９時～17時
▶ところ　添田町役場

　　滞納は放置しないでください

地方税法の規定では、税金は借金よりも優先して
納付しなければなりません。病気や失業などやむを
得ない理由により納税が困難になった場合などは、
分納計画を立て、完納できるよう相談に応じます。
滞納が増える前に早めに相談にお越しください。

　　納付が便利！確実！口座振替がおすすめです

税金などの納付方法を口座振替にすると、納期限
月の25日（25日が休日の場合は翌営業日）に口座か
ら引き落とされます。“うっかり忘れていた”を防ぐ、
便利で確実な口座振替を、この機会に始めてみませ
んか。申込方法など詳しくは役場に問い合わせくだ
さい。

広
押
徴
町

　 次

　 休

　 滞

　 納
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